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開 祭  

 
開祭の歌 
 
あわれみの賛歌 
 
栄光の賛歌 
 
司祭 天のいと⾼きところには神に栄光、 
 
⼀同 地には善意の⼈に平和あれ。 

われら主をほめ、主をたたえ、主を拝み、主をあがめ、 
主の⼤いなる栄光のゆえに感謝したてまつる。 
神なる主、天の王、全能の⽗なる神よ。 
主なる御ひとり⼦、イエス・キリストよ。 
神なる主、神の⼩⽺、⽗のみ⼦よ。 
世の罪を除きたもう主よ、われらをあわれみたまえ。 
世の罪を除きたもう主よ、われらの願いを聞き⼊れたまえ。 
⽗の右に座したもう主よ、われらをあわれみたまえ。 
主のみ聖なり、主のみ王なり、主のみいと⾼し、イエス・キリストよ。 
聖霊とともに、⽗なる神の栄光のうちに。 
アーメン。 

 
集会祈願 
 
司祭 祈りましょう。 

⽗である神よ、あなたは、御⼦イエス・キリストの復活によって世界に喜
びを与えてくださいました。⾼幡教会創⽴５０周年記念を祝い、教会の保
護聖⼈であるさつきの后聖マリアをたたえる私たちが、終わりない いのち
の喜びを受けることができますように。 
聖霊の交わりの中で、あなたとともに世々に⽣き、⽀配しておられる御⼦、
私たちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

 
⼀同 アーメン。 
 

こ と ば の 典 礼  
 
第１朗読（レビ記２５・１−２a、８ー１２、１８） 
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 レビ記 
 
 主はシナイ⼭でモーセに仰せになった。 
 イスラエルの⼈々に告げてこう⾔いなさい。 
 あなたは安息の年を七回、すなわち七年を七度数えなさい。七を七倍した年は
四⼗九年である。その年の第七の⽉の⼗⽇の贖罪⽇に、雄⽺の⾓笛を鳴り響かせ
る。あなたたちは国中に⾓笛を吹き鳴らして、この五⼗年⽬の年を聖別し、全住
⺠に解放の宣⾔をする。それが、ヨベルの年である。あなたたちはおのおのその
先祖伝来の所有地に帰り、家族のもとに帰る。 
 五⼗年⽬はあなたたちのヨベルの年である。種蒔くことも、休閑中の畑に⽣じ
た穀物を収穫することも、⼿⼊れせずにおいたぶどう畑の実を集めることもして
はならない。 
 この年は聖なるヨベルの年だからである。あなたたちは野に⽣じたものを⾷物
とする。あなたたちは私の掟を⾏い、私の法を忠実に守りなさい。そうすれば、
この国で平穏に暮らすことができる。 
 
 神に感謝。 
 
⼀同 神に感謝。 
 
答唱詩編（詩編 146・1+2+10a、5+6ab、6c+7、8ac+9bc）□典 19○1 ○2 ○3 ○4  
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アレルヤ唱 
 
アレルヤ、アレルヤ。福⾳によって神は私たちを召し出し、主イエス・キリスト
の栄光にあずかる者としてくださった。アレルヤ、アレルヤ。 
 
福⾳朗読（ヨハネ２・１−１１） 
 
司祭 主は皆さんとともに。 
 
⼀同 また司祭とともに。 
 
司祭 ヨハネによる福⾳ 
 
⼀同 主に栄光。 
 
 そのとき、ガリラヤのカナで婚礼があって、イエスの⺟がそこにいた。イエス
も、その弟⼦たちも婚礼に招かれた。ぶどう酒が⾜りなくなったので、⺟がイエ
スに、「ぶどう酒がなくなりました」と⾔った。 
 イエスは⺟に⾔われた。「婦⼈よ、私とどんなかかわりがあるのです。私の時
はまだ来ていません。」しかし、⺟は召し使いたちに、「この⼈が何か⾔いつけ
たら、そのとおりにしてください」と⾔った。 
 そこには、ユダヤ⼈が清めに⽤いる⽯の⽔がめが六つ置いてあった。いずれも
⼆ないし三メトレテス⼊りのものである。イエスが、「⽔がめに⽔をいっぱい⼊
れなさい」と⾔われると、召し使いたちは、かめの縁まで⽔を満たした。 
 イエスは、「さあ、それをくんで宴会の世話役のところへ持って⾏きなさい」
と⾔われた。召し使いたちは運んで⾏った。世話役はぶどう酒に変わった⽔の味
⾒をした。 
 このぶどう酒がどこから来たのか、⽔をくんだ召し使いたちは知っていたが、
世話役は知らなかったので、花婿を呼んで、⾔った。「だれでも初めに良いぶど
う酒を出し、酔いがまわったころに劣ったものを出すものですが、あなたは良い
ぶどう酒を今まで取って置かれました。」 
 イエスは、この最初のしるしをガリラヤのカナで⾏って、その栄光を現された。
それで、弟⼦たちはイエスを信じた。 
 
 キリストに賛美。 
 
⼀同 キリストに賛美。 
 
説教 
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使徒信条 
 
司祭 天地の創造主、 
 
⼀同 全能の⽗である神を信じます。 

⽗のひとり⼦、私たちの主イエス・キリストを信じます。 
主は聖霊によってやどり、おとめマリアから⽣まれ、 
ポンティオ・ピラトのもとで苦しみを受け、 
⼗字架につけられて死に、葬られ、 
陰府（よみ）に下り、三⽇⽬に死者のうちから復活し、 
天に昇って、全能の⽗である神の右の座に着き、 
⽣者（せいしゃ）と死者を裁くために来られます。 
聖霊を信じ、聖なる普遍の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、 
からだの復活、永遠のいのちを信じます。アーメン。 

 
共同祈願 
 
司祭 私たちは教会の⽣きた⽯です。イエスの愛を信頼して祈りましょう。 
 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
 
先唱 復活された主イエスの霊に強められて、私たちがそれぞれの使命を果たし、

主が望まれる教会、家庭、職場を築いて⾏くことができますように。 
 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
 
先唱 愛の掟を残されたキリストに従い、私たちが誘惑に負けることなく、⼼に

抱く希望と福⾳の⼼理を伝えていくことができますように。 
 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
 
先唱 対⽴や争いのもとで傷つくいのちを顧みてください。地道に交流の輪を築

き、愛を広め、平和を⽬指す⼈々の実践が豊かな実を結びますように。 
 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
 
先唱 ⽇々、主の祈りをとおして、「⽇ごとの糧を今⽇もお与えください」と祈

る私たちが、恵みとして与えられた糧を「私たちのもの」として分かち合
い、あらゆる種類の利⼰主義を克服することができますように。 

 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
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先唱 （創⽴５０周年記念を祝う私たちは主に感謝と賛美をささげる祈願） 
 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
 
先唱 （保護の聖⼈聖マリアの取り次ぎを願う私たちは主にすべての要望をささげる祈願） 
 
⼀同 主は私たちの⼒、私たちの救い。 
 

感 謝 の 典 礼  
 
奉納 
 
奉納祈願 
 
司祭 みなさん、このささげものを、全能の神である⽗が受け⼊れてくださるよ

うに祈りましょう。 
聖なる⽗よ、⾼幡教会創⽴５０周年、また私たちの保護者であるさつきの
聖マリアを記念して この供えものをささげます。⼗字架の上で、ご⾃分を
いけにえとして ささげられたキリストに結ばれて復活の喜びにあずかるこ
とができますように。 
私たちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

 
⼀同 アーメン。 
 
奉献分―叙唱   聖⺟マリア ⼆（マリアの賛歌に合わせて） 
 
司祭 全能の神 すべての聖⼈の喜びである⽗よ、 

教会の創⽴５０周年と保護聖⼈の記念⽇を祝い、マリアの賛歌に合わせて、 
私たちも あなたの いつくしみを ほめたたえます。  
あなたの偉⼤な わざは 地の果てにまで及び、 
あわれみは 代々 限りなく注がれます。 
あなたは へりくだる者を顧み、おとめマリアを通して、 
御⼦イエス・キリストを救い主として お与えになりました。 
天使の群れは 救いの わざを たたえて喜び歌い、 
私たちも ともに賛美の歌を歌います。 

 
⼀同 聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍の神なる主。主の栄光は天地

に満つ。天のいと⾼き所にホザンナ。ほむべきかな、主の名によりて来た
るもの。天のいと⾼き所にホザンナ。 
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第三奉献⽂ 
 

交 わ り の 儀  
 
聖体拝領 
 
拝領祈願 
 
司祭 祈りましょう。 

いのちの源である神よ、秘跡の恵みで 私たちを強めてください。聖マリア
の取り次ぎを願い、御⼦イエスが まことの神であることを信じる私たちが、
主の復活の⼒によって、永遠の喜びに導かれますように。 
私たちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

 
⼀同 アーメン。 
 

閉 祭  
 
派遣の祝福 
 
閉祭の歌 
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